
漢文学 中国文学 中国の古典教育専門

研究キーワード 中国文学 文学一般

GOOD  PROFE S SOR  F I L E
OKAYAMA UNIVERSITY GRADUATE SCHOOL OF EDUCATION

古典な
んて

勉強す
る必要

ない？

私は だと思う。
近年、古典は不要だという声を聞く機会が増えました。翻訳で内
容さえ理解できれば、原文を読む必要は無いと。しかし、古典は
表現が命。翻訳では消えてしまうニュアンスから、作者の心に迫
り、想いを通わせる。まるで、時代を越えて大昔の人と会話をす
るかのように。そうした時を超えた交流こそが、『人間とは何か』
という問いへの手がかりになるではないかと考えています。

TSUCHIYA Satoshi

土屋 聡

学　位

大学院： 教育科学専攻（修士課程） 担当

学士（文学） （ 都留文科大学 ）
修士（文学） （ 九州大学 ）
博士（文学） （ 九州大学 ）

1，国語（古典）教科書の分析
2，漢文の文法
3，漢文音読の方法
4，翻訳の方法

授業内容

1，六朝文学研究Ⅰ（陶淵明ほか文人の研究）
2，六朝文学研究Ⅱ（石刻資料の研究）
3，日中古典教育の比較研究

主要研究課題 もっと知るには教育学域 教授
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表
現
が
命

心
を
読
む
漢
文
学

漢文教育では文法も大切ですが、表現を楽しむ
心構えも同じくらい重要です。もちろん勉強とし
ても読みますが、自分を投影し、自分と向き合う
読書体験としても、漢文学を楽しんで欲しいと思
います。その経験は、子ども達に伝えていく過程
でも生きてくると思います。

作
品
の
背
景

時
代
を
知
る
こ
と
で

漢文学の中でも特に「六朝文学」を専門に研
究しています。当時の中国は戦乱の世。さら
に、書物なども幾度も焼失した時代。なぜ現代
までこの作品は残り続けたのか。時代背景を
知ることで、理解は何倍にも深まると考えてい
ます。

漢
文
を
読
む
リ
ズ
ム
に

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

日本の俳句や和歌には読む時に決まったリズム
がありますが、漢文にはそれがありません。例え
ば「春眠暁を覚えず」をどう読むか。抑揚をどう
つけるか。「春」にアクセントをつける？最後を少
し伸ばす？感情移入するリズムのスタンダード
を確立しようとしています。

な
ぜ
そ
こ
に

返
り
点
が
必
要
か

漢文の文法をベースに「返り点をどうつける
か」から伝えています。教科書に既に付いてい
るからいらない、という意見もありますが、な
ぜそこにレ点なのか、先生自身が説明できな
ければ意味がない。原文に自分でつける経験
をすることでその解像度はグッと上がります。

豊
富
な
古
い
資
料

足
り
な
け
れ
ば
中
国
へ

古い本の専門的な取扱も指導しています。岡山大
学には、江戸時代の本など多くの資料があり研究
に活用できます。実際に中国に行き、図書館など
で資料を探したりすることもありました。また、全
国漢文教育学会に所属しており、興味がある学生
は一緒に参加することも可能です。

規
律
を
作
ら
ず

背
中
を
見
せ
る

「かくあるべし」とルールを示すのではなく、「自分
はこう読む、なぜならば……」と自らの行動や思考
で見せることが理想の指導だと考えています。放任
にならないよう配慮しつつ対話的に導く。そうして、
表現を手がかりに作者や登場人物の心に迫る国語
教師に育ってくれたら嬉しいです。

05

07

中
国
の
国
語
の

教
科
書
を
研
究中国の中学・高校の国語教科書を集め、研究

しています。中国における古典教育（日本で言
えば漢文にあたる内容）の実践を分析し、そ
の優れた点を日本の漢文教育に取り入れた
いと考えています。

自
分
の
興
味
を

漢
文
の
世
界
で
研
究

孔子は偉人として描かれる一方、神格化されす
ぎるあまり怪物のような体格を持つ異形として
表現された時代があり、それを研究した卒論
がありました。他にも杜甫の詩に登場する食べ
物をテーマにするなど、学生は自分が関心ある
内容を漢文の研究につなげて楽しんでいます。

土
屋  
漢
文
学

の

表 現

読 解

探究心

りくちょう
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もっと知るには

S C E N E R Y  F ROM  T H E  L A BO R ATO RY

研究室からの風景
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孔
子
は
、「
学
ん
だ
こ
と
を
復
習
し
身
に
つ
け
て
い

く
こ
と
は
、な
ん
と
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
は
な
い

か
」と
言
い
ま
し
た
。

実
は
相
手
に
同
意
を
求
め
る
よ
う
な
言
い
方
な
ん
で

す
よ
ね
。自
分
の
主
張
に
対
し
て
、あ
な
た
も
そ
う
思

い
ま
せ
ん
か
と
い
う
言
い
方
で
す
。

子
曰
、

学
而
時
習
之
、 

不
亦
説
乎
。

ま
た
よ
ろ
こ
ば
し
か
ら
ず
や

文法的には「反語」ですが
それだけでは味わい方が
足りません。

よ
ろ
こ
ば
し
く
な
い
だ
ろ
う
か
、

い
や
よ
ろ
こ
ば
し
い
。…

…

？

孔子は弟子たちに、よろこばしいんだよって
いうことを言いたかったのではなく、
あなた達もよろこばしいと思うよねっていう
共感を求めてるわけですよね。

たぶん孔子はやさしい笑顔だったのではないでしょうか。
弟子達が書き残した孔子のイメージは、原文で味わうことで
想像が進みます。彼らの表情や距離感、口調など
色々と見えてきますよね。

直
訳

解
釈

表現として味わう

漢
文
の
表
現
を
楽
し
む
と
は

「
論
語
」の
有
名
な
一
節
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
す

※イラストはイメージです


